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 平成 30年度 第 5回法学部教授会議事録要旨 

 

日 時：平成 30年 9月 12 日（水）14:45～16:15 

場 所：板橋校舎 二号館 2階 2-0220 会議室 

構成員：35名（定足数18名） 

出席者：30名（定足数充足）  

欠席者：5名  

議 長：法学部長 

 

Ⅰ．議案の審議  

 審議に先立ち、法学部長より、第 4 回法学部教授会議事録（案）について、出席者を追

加する旨の説明の後、内容確認が行われ確定した。続いて、第 1 回臨時法学部教授会議事

録（案）についての内容確認が行われ、確定した。 

 

１. 学部長選出選挙実施に関する件 

 法学部長より、口頭により、次回開催する法学部教授会において学部長選出選挙を実施

する旨の予告があった。 

 

２. 2019年度学科目編成に関する件 

法学部長の指名を受け、各学科主任より資料に基づき説明があった。非常勤講師の枠取

りについて申請することが承認され、現時点での 2019 年度学科目編成案が承認された。 

 

３．国際比較政治研究所シンポジウムに関する件 

 法学部長の指名を受け、国際比較政治研究所長より、資料に基づき、説明があった。公

欠措置を含め、承認された。 

 

４. 法律学科キャリア支援講演会の実施に関する件 

 法学部長の指名を受け、法律学科主任より資料に基づき説明があり、承認された。 

 

５. 2019 年度専門演習科目合同説明会に関する件 

法学部長の指名を受け、法律学科主任より、資料に基づき、合同説明会開催および公欠

措置科目について説明があった。 

 

６. 「東松山担当主任に関する申し合わせ」に関する件 

 法学部長の指名を受け、政治学科主任より資料に基づき、説明と提案があった。再任を

認めることについて、種々意見等が表明されたが、提案のとおり承認された。 

 

７. 2019 年度全学プロジェクト予算（学長予算）にかかる公募採択事業に関する件 
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 法学部長より、期限内に申請が無かった旨の報告があった。 

 

８．法政学会会計報告（修正）に関する件 

 法学部長の指名を受け、法政学会会計担当者の准教授より資料に基づき説明があり、法

政学会会計報告書の修正が承認された。 

 

９．法律学科副専攻教職課程に関する件 

法学部長より、教職課程における副専攻について、法律学科の送出し条件、政治学科の

受入れ条件を受け、教職課程センターより、概要、手続きについて提案があった旨の説明

があった。提案は承認された。 

 

10．法学部所属専門教育担当専任教員の削減計画（修正案）に関する件 

 法学部長の指名を受け、政治学科主任より資料に基づき修正提案があった。法学部長よ

り質問等を要請したが質問等は無く、提案は、承認された。 

 

11. 海外の大学（米国/セーラム州立大学）との交流協定書の締結（案）に関する件 

 法学部長より、資料に基づき説明があった。説明の後、質問等を要請したが質問等は無

く、交流協定書の締結（案）は承認された。 

 

12. その他 

 

Ⅱ. 報告事項 

１. 諸会議報告 

学部長より、資料に基づき報告があった。 

 

２. 東松山キャンパス運営委員会報告 

法学部長の指名により、東松山担当主任より、資料に基づき報告があった。 

 

３．政治学科インターンシップについて 

 法学部長の指名により、インターンシップ担当の准教授より、無事終了した旨の報告が

あった。 

      

４. 2018 年度政治学科 FD 合宿について 

 法学部長の指名により、政治学科主任より、口頭により 8月 2日、3日にＦＤ合宿を実施

した旨の報告があった。 

 

５. 平成 30 年度大東文化大学・大学院前期学位授与式について 

 法学部長より、資料に基づき報告があった。 
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６．国際交流センターからの報告について 

法学部長より、資料に基づき、文部科学省より出される官民協働海外留学支援制度「ト

ビタテ！留学 JAPAN」日本代表プログラムについて、報告があった。学生に対する情報提供

を要請された。 

 

７．大東文化大学奨学金給付規程施行細則の改正（案）について 

 法学部長より、資料に基づき、私費外国人留学生の授業減免に関する規則による授業料

減免対象者も給付規程奨学金制度の対象とする改正である旨の報告があった。 

 

８．法学部への寄付申込みについて 

法学部長より、学部執行部で検討した結果、機材として不足気味である液晶モニターと

設置台を購入することになった旨の報告があった。 

 

９．2018 年度社会連携・社会貢献活動実態調査に関する件 

法学部長より、2018 年度社会連携・社会貢献実態調査について、各学科、各研究所につ

いて資料のとおり取り纏め、地域連携センターに提出した旨の報告があった。 

 

10．科目ナンバリングに係る「学問分野分類コード」確認について 

 法学部長より、資料に基づき、各学科主任を中心に取り纏めた。10 月 1 日付けで大学執

行部より指針が出される予定である。各学科においては、10 月以降も作業となるため、協

力要請があった。 

 

11．成績不振の学生への個別指導の実施について 

 法学部長の指名により、政治学科主任より資料に基づき、報告があった。 

  

12．ゼミ・課外活動用のバス運行について 

 法学部長より、資料に基づき、報告があった。利用希望の方は、申し込むよう周知され

た。 

 

13. 入学センターからの報告について 

 法学部長より、資料に基づき、2021 年度（現在の高校 1 年生の方向け）入学試験の改革

について報告があった。法学部長宛てに意見を寄せるよう要請された。意見は集約して、

入学センターに提出することが、承認された。 

 

14. 平成 30 年度私立大学等改革総合支援事業タイプ４に関する調査について 

 法学部長より、資料に基づき、平成 30 年度私立大学等改革総合支援事業タイプ４に関す

る調査依頼である。9月 29 日回答期限であるので、回答するよう要請された。 
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15. 2019 年度入学試験スケジュールについて 

 法学部長より、資料に基づき、スケジュールを変更することになった旨の報告があった。 

 

16. Daito BASIS 英語科目の選定について 

 法学部長より、全学教務委員会において、再度、Daito BASIS 英語科目の選定について

要請があった。各学科主任と英語担当教員により、選定するよう要請された。 

 

17. 大東文化大学非常勤講師就業規則の改正（案）について 

 法学部長より、資料に基づき、9月 10日開催の学部長会議において、就業規則改正（案）

が報告された旨の報告があった。 

 

18. 平成 30 年度私立大学等改革総合支援事業タイプ５申請に係る大学間連携等について 

 法学部長より、資料に基づき、平成 30 年度私立大学等改革総合支援事業タイプ５（プラ

ットホーム形成）の申請を行う旨の報告があった。法学部長より意見等を要請したが意見

等は無く、承認された。 

 

19. 被災地学生支援特別奨学金の募集要項および出願書類について 

 法学部長より、資料に基づき、学生支援センター運営委員会および入学センター運営委

員会において承認となった旨の説明があった。法学部長より意見等を要請したが意見等は

無く、承認された。 

 

20. その他 

 

Ⅲ. 学籍・兼職・回収資料 

１. 平成 30 年度 9月卒業に関する件 

 法学部長より、資料に基づき説明があり、承認された。 

 

２. 学籍異動に関する件 

法学部長の指名を受け、法学部事務室事務長より、資料に基づき説明があり、事後承認

および承認された。 

 

３．平成 30 年度放送大学に関する件 

法学部長より、資料に基づき説明があり、承認された。 

 

４．法学部専任教育職員の兼業に関する件 

法学部長より、資料に基づき説明があり、承認された。 
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５．海外渡航に関する件 

法学部長より、資料に基づき海外渡航および帰国報告があり、承認された。 

 

６．2018 年度夏期英語研修参加者（認定留学）および単位認定に関する件 

 法学部長より、2018 年度夏短期語学研修参加者について、資料に基づき説明があり、承

認された。また、単位認定については、研修後に改めて法律学科で検討することが提案さ

れ、承認された。 

 

７．その他 

 

Ⅳ.人事教授会  

 法学部長より、人事教授会定足数 23 名（35-1 の 2/3）以上 28 名の出席が確認され、人

事教授会の開催が宣言された。 

      

１． 非常勤講師の採用に関する件 

法学部長の指名を受け、政治学科について政治学科主任より、資料に基づき説明があり、

2019 年度非常勤講師採用について、承認された。非常勤採用の承認により、一般資料：議

案 2 に戻り、学科目編成表を変更、非常勤講師採用の枠取りについて提案があり、併せて

提案は承認された。 

 

２． 法学部専任教員の採用に関する件 

法学部長の指名を受け、西洋政治思想史の選考委員長より、資料に基づく報告があり、

候補者を推薦することが報告された。法学部長より、次回の教授会において、採用の可否

を投票することが予告された。 

 

 

以上で全ての審議が終了したので、法学部長は閉会を宣した。 


